更級日記の風の表現- 「おきながといふ人」をめぐって - by 元吉 進
更
級
日
記
の
風
の
表
現
元
吉
進
一
更
級
日
記
は
、
作
者
菅
原
孝
標
女
の
四
十
余
年
間
の
人
生
を
扱
っ
た
日
記
と
は
い
え
、
分
量
的
に
は
小
品
と
言
う
べ
き
作
品
で
あ
る
。
加
え
て
、
宮
仕
え
体
験
を
も
ち
な
が
ら
も
交
友
関
係
は
決
し
て
広
く
な
か
っ
た
作
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
登
場
す
る
人
物
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
上
洛
の
記
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
息
長
氏
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
の
名
が
敢
え
て
記
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
、
風
の
も
つ
表
現
機
能
の
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
二
上
洛
の
記
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
雪
ふ
り
あ
れ
ま
ど
ふ
に
、
も
の
の
興
も
な
く
て
、
不
破
の
関
、
あ
つ
み
の
山
な
ど
越
え
て
、
近
江
の
国
お
き
な
が
と
い
ふ
人
の
家
に
宿
り
て
、
四
五
日
あ
り
（
注
一
）。
「
お
き
な
が
と
い
ふ
人
」
に
関
し
て
は
、
記
紀
に
記
さ
れ
た
息
長
氏
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
古
事
記
中
巻
の
開
化
天
皇
条
に
は
、
御
子
の
日
子
坐
王
の
妻
の
一
人
と
し
て
近
つ
淡
海
の
御
上
の
祝
が
以
ち
斎
く
天
之
御
影
神
の
娘
、
息
長
水
依
比
売
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
四
世
の
孫
の
息
長
宿
祢
王
が
城
の
高
額
比
売
を
娶
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
息
長
帯
比
売
命
（
神
功
皇
后
）
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
景
行
天
皇
条
に
は
、
倭
建
命
の
子
孫
に
息
長
真
若
中
比
売
の
名
が
み
ら
れ
、
応
神
天
皇
条
に
は
、
帝
が
息
長
真
若
中
比
売
を
娶
り
若
沼
毛
二
俣
王
を
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
書
紀
の
天
武
天
皇
条
に
よ
れ
ば
、
天
武
十
三
年
（
六
八
五
）
冬
十
月
に
息
長
公
が
真
人
の
姓
を
賜
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
延
喜
式
の
諸
陵
寮
に
は
「
息
長
墓
舒
明
天
皇
之
祖
母
名
曰
広
姫
。
在
近
江
国
坂
田
郡
。」
と
あ
っ
て
、
息
長
氏
は
近
江
国
坂
田
郡
（
現
在
の
米
原
市
）
を
根
拠
地
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
権
記
の
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
十
月
二
十
四
日
条
に
も
「
近
江
国
筑
摩
御
厨
長
息
長
光
保
秩
満
替
文
」
と
あ
り
、
筑
摩
の
御
厨
の
長
に
息
長
氏
が
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
朝
廷
に
お
い
て
も
勢
力
を
確
保
し
て
い
た
古
く
か
ら
の
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
級
日
記
で
は
、
息
長
氏
に
関
し
て
は
、
そ
の
家
に
四
五
日
留
し
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
、
他
の
事
情
に
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
で
の
見
聞
も
何
ら
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
当
の
「
お
き
な
が
と
い
ふ
人
」
に
周
防
掾
息
長
正
則
を
当
て
る
説
も
あ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。
こ
の
日
記
に
お
い
て
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
人
物
は
決
し
て
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学
苑
文
化
創
造
学
科
紀
要
第
八
二
九
号
二
〇
～
二
九
（
二
〇
〇
九
一
一
）

「
お
き
な
が
と
い
ふ
人
」
を
め
ぐ
っ
て

多
く
は
な
い
。
息
長
氏
以
外
で
、
登
場
人
物
の
う
ち
姓
あ
る
い
は
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
Ａ
宮
の
う
み
た
ま
へ
る
子
ど
も
は
、
や
が
て
武
蔵
と
い
ふ
姓
を
得
て
Ｂ
在
五
中
将
の
「
い
ざ
こ
と
問
は
む
」
と
よ
み
け
る
わ
た
り
な
り
。
Ｃ
良
頼
の
兵
衛
督
Ａ
は
上
洛
の
記
で
、
武
蔵
国
竹
芝
伝
承
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
で
、
土
地
の
人
の
語
り
の
な
か
に
み
え
る
。
伝
承
の
な
か
で
語
ら
れ
た
氏
族
名
で
あ
る
が
、
歴
史
資
料
に
も
武
蔵
氏
は
み
え
、
実
在
の
氏
族
で
あ
る
。
勿
論
、
竹
芝
伝
承
中
の
人
物
の
特
定
は
で
き
な
い
。
Ｂ
は
「
す
み
だ
川
」
を
渡
る
際
の
記
述
で
、
在
五
中
将
が
在
原
業
平
を
指
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
Ｃ
は
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
十
月
二
十
五
日
、
大
嘗
会
の
御
禊
の
騒
ぎ
の
な
か
を
初
瀬
詣
で
に
出
立
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
人
の
家
の
前
を
通
過
し
て
行
く
こ
と
が
描
か
れ
る
。
Ａ
Ｂ
は
実
在
の
歴
史
上
の
人
物
、
も
し
く
は
伝
説
上
の
人
物
で
あ
り
、
作
者
が
実
際
に
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
Ｃ
は
作
者
と
同
時
代
の
人
物
で
、
藤
原
隆
家
の
長
男
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
日
記
中
で
名
前
と
官
職
名
を
明
記
し
た
唯
一
の
例
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
に
「
い
み
じ
く
お
ぼ
し
立
ち
て
、
仏
の
御
徳
か
な
ら
ず
見
た
ま
ふ
べ
き
人
に
こ
そ
あ
め
れ
」
と
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
良
頼
本
人
で
は
な
く
、
そ
の
家
人
か
従
者
で
あ
ろ
う
。
良
頼
と
実
名
を
記
載
し
た
理
由
と
し
て
は
、
作
者
の
夫
以
外
の
家
族
が
こ
の
初
瀬
詣
で
を
反
対
す
る
な
か
で
、
「
己
が
行
動
を
正 、
当 、
に 、
理
解
し
て
く
れ
る
輩
が
良
頼
の
従
者
の
中
に
存
在
し
た
（
注
二
）」
こ
と
を
記
し
て
、
自
ら
の
行
動
の
正
当
化
の
証
明
に
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
官
職
名
や
女
房
名
で
描
か
れ
た
人
物
は
、
三
条
の
宮
、
侍
従
の
大
納
言
の
御
む
す
め
、
殿
の
中
将
、
皇
太
后
宮
の
一
品
の
宮
、
越
前
の
守
の
よ
め
、
等
が
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
息
長
氏
は
、
実
在
の
氏
族
で
あ
り
、
作
者
が
実
体
験
と
し
て
接
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
決
し
て
有
力
な
大
家
と
も
思
え
な
い
息
長
の
姓
を
明
記
す
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
家
に
作
者
一
行
は
四
、
五
日
も
滞
在
し
た
と
い
う
の
に
、
そ
こ
で
の
見
聞
は
何
一
つ
記
そ
う
と
し
な
い
。
息
長
氏
が
拠
点
と
し
た
坂
田
郡
の
地
に
は
息
長
川
が
流
れ
て
い
る
。
現
在
の
滋
賀
県
米
原
市
を
流
れ
る
天
野
川
の
古
称
で
あ
る
が
、
伊
吹
山
の
南
に
発
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
に
沿
っ
て
流
れ
下
り
、
醒
ヶ
井
を
経
て
米
原
市
街
地
の
北
で
琵
琶
湖
に
注
い
で
い
る
。
日
本
書
紀
に
「
息
長
の
横
川
」
と
あ
る
の
も
こ
の
川
と
さ
れ
る
。
一
方
、
万
葉
集
巻
二
十
に
は
馬
史
国
人
の
「
に
ほ
鳥
の
息
長
川
は
絶
え
ぬ
と
も
君
に
語
ら
む
言
尽
き
め
や
も
」
が
載
っ
て
い
る
。
「
に
ほ
」
、
「
に
ほ
鳥
」
は
水
鳥
の
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
古
名
で
あ
り
、
潜
水
が
巧
み
で
長
時
間
水
中
に
潜
る
こ
と
、
つ
ま
り
息
が
長
い
こ
と
か
ら
、
「
い
き
」
の
母
音
交
替
形
「
お
き
」
の
複
合
語
で
あ
る
息
長
川
に
懸
か
る
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
琵
琶
湖
は
鳰
の
海
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
こ
の
語
が
和
歌
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
安
時
代
末
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
万
葉
集
の
「
に
ほ
ど
り
の
息
長
川
」
の
よ
う
に
、
「
に
ほ
ど
り
」
が
琵
琶
湖
に
注
ぐ
息
長
川
の
枕
詞
と
し
て
詠
ま
れ
た
こ
と
で
、
「
に
ほ
の
う
み
」
が
琵
琶
湖
の
意
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
三
）。
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
類
は
ま
た
「
し
な
が
ど
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
「
し
」
は
息
や
風
の
古
語
で
あ
っ
た
。
「
あ
ら
し
」
（
嵐
）、
「
に
し
」
（
西
風
）、
「
つ
む
じ
」
（
旋
風
）
な
ど
の
「
し
」
も
同
じ
く
風
を
意
味
す
る
。
ま
た
、「
し
な
と
の
か
ぜ
」
（
科
戸
風
）
は
「
息
（
し
）
な
門
（
と
）」
で
、
そ
れ
は
風
の
吹
き
起
こ
る
所
の
意
味
で
あ
り
、
風
を
修
辞
的
に
い
う
語
で
あ
っ
た
（
『
岩
波
古
語
辞
典
』
）。
古
事
記
に
よ
れ
ば
伊
邪
那
岐
、
伊
邪
那
美
命
に
よ
る
神
々
の
生
成
で
生
ま
れ
た
の
が
風
の
神
、
志
那
都
比
古
神
（
し
な
つ
ひ
こ
の
か
み
。
日
本
書
紀
で
は
級
長
津
彦
命
、
級
長
戸
辺
命
）
で
あ
っ
た
が
、
「
志
那
は
息
長
（
し
な
が
）
の
意
」
で
、
「
人
間
の
気
息
と
風
と
を
連
想
し
た
も
の
」
と
さ
れ
る
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
頭
注
）。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
更
級
日
記
の
息
長
氏
の
名
に
は
、
風
を
連
想
さ
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せ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
日
記
に
は
息
長
氏
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
こ
で
作
者
が
見
聞
し
た
こ
と
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
説
話
集
に
は
こ
の
氏
族
に
関
わ
る
話
が
指
摘
さ
れ
る
。
日
本
往
生
極
楽
記
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。
近
江
国
坂
田
郡
の
女
人
、
姓
は
息
長
氏
な
り
。
毎
年
に
筑
摩
の
江
の
花
を
採
り
て
、
弥
陀
仏
に
供
養
し
た
て
ま
つ
り
、
偏
に
極
楽
を
期
せ
り
。
か
く
の
ご
と
く
す
る
こ
と
数
の
年
、
命
終
る
の
時
紫
雲
身
に
纏
り
ぬ
（
注
四
）。
こ
の
話
は
今
昔
物
語
集
巻
十
五
、
「
近
江
国
坂
田
郡
女
往
生
語
第
五
十
三
」
に
更
に
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
今
昔
、
近
江
ノ
国
、
坂
田
ノ
郡
、
ノ
郷
ニ
、
一
人
ノ
女
有
ケ
リ
。
姓
ハ
息
長
ノ
氏
。
心
柔
軟
ニ
シ
テ
因
果
ヲ
悟
リ
、
仏
法
ヲ
信
ジ
テ
殊
ニ
道
心
有
ケ
リ
。
日
夜
ニ
極
楽
ヲ
願
テ
念
仏
ヲ
唱
ヘ
ケ
リ
。
而
ル
ニ
、
其
ノ
国
ノ
内
ニ
、
筑
摩
ト
云
フ
所
有
リ
。
其
ノ
所
ニ
江
有
リ
。
其
ノ
江
ニ
花
生
タ
リ
ケ
リ
。
此
ノ
女
其
ノ
江
ニ
行
テ
、
花
ヲ
取
テ
、
心
ヲ
至
シ
テ
、
弥
陀
仏
ニ
供
養
ジ
テ
、
「
極
楽
ニ
迎
ヘ
給
ヘ
」
ト
懃
ニ
願
ケ
リ
。
此
ノ
如
ク
シ
テ
、
既
ニ
数
ノ
年
ヲ
経
ル
ニ
、
遂
ニ
命
終
ラ
ム
ト
為
ル
時
ニ
臨
デ
、
紫
雲
西
ヨ
リ
聳
キ
来
テ
、
家
ノ
内
ニ
涌
キ
入
テ
、
女
ヲ
纏
テ
有
ケ
レ
バ
、
現
ニ
此
レ
ヲ
見
ル
人
多
カ
リ
ケ
リ
。
而
ル
間
、
女
紫
雲
ニ
交
リ
乍
ラ
失
ニ
ケ
リ
。
此
レ
ヲ
見
聞
ク
人
、
皆
、
「
此
ノ
女
必
ズ
極
楽
ニ
往
生
ゼ
ル
人
也
」
ト
知
テ
、
悲
ビ
貴
ビ
ケ
リ
。
実
ニ
、
命
終
ル
時
紫
雲
来
テ
家
ノ
内
ニ
入
テ
、
身
ヲ
纏
テ
失
ヌ
レ
バ
、
更
ニ
可
疑
キ
ニ
非
ズ
。
此
レ
ヲ
聞
カ
ム
人
心
ヲ
至
シ
テ
極
楽
ヲ
可
願
シ
、
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
（
注
五
）。
近
江
国
坂
田
郡
の
息
長
氏
の
女
が
、
毎
年
琵
琶
湖
岸
の
筑
摩
の
江
に
咲
く
花
を
採
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
供
養
し
極
楽
往
生
を
願
っ
た
結
果
、
臨
終
に
際
し
て
紫
雲
が
出
現
し
、
そ
れ
に
乗
っ
て
西
方
浄
土
に
往
生
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
先
述
の
権
記
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
息
長
氏
は
近
江
国
筑
摩
の
御
厨
の
長
に
当
た
っ
て
い
た
豪
族
で
あ
っ
た
。
御
厨
は
天
皇
家
や
伊
勢
、
賀
茂
等
の
神
社
に
供
御
や
神
饌
の
魚
介
類
を
納
め
る
贄
人
お
よ
び
そ
の
居
住
地
の
呼
称
で
あ
っ
た
が
、
筑
摩
御
厨
は
同
じ
近
江
国
滋
賀
郡
粟
津
と
栗
田
郡
橋
本
に
置
か
れ
た
天
皇
家
の
粟
津
橋
本
御
厨
と
と
も
に
重
要
な
地
で
あ
っ
た
。
御
厨
は
平
安
時
代
末
期
に
は
多
く
荘
園
と
し
て
変
質
し
て
行
く
。
扶
桑
略
記
の
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
二
月
十
四
日
条
に
「
永
停
近
江
国
筑
摩
御
厨
」
と
あ
っ
て
、
筑
摩
御
厨
は
平
安
時
代
末
期
に
は
停
止
さ
れ
て
い
る
。
更
級
日
記
の
作
者
が
立
ち
寄
っ
た
頃
に
は
ま
だ
筑
摩
御
厨
の
機
能
は
存
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
作
者
は
そ
れ
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
日
記
で
は
、
後
に
成
長
し
た
作
者
が
伊
勢
の
神
や
宮
中
の
内
侍
所
に
つ
い
て
無
知
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
十
三
歳
の
少
女
に
は
御
厨
な
ど
の
情
報
に
は
興
味
が
な
く
、
話
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
日
記
を
執
筆
し
て
い
る
の
は
五
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
で
あ
っ
た
の
だ
し
、
後
年
、
伊
勢
の
天
照
大
神
や
内
侍
所
に
つ
い
て
人
に
聞
い
て
知
識
を
得
た
よ
う
に
、
息
長
氏
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
情
報
を
得
た
こ
と
で
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
の
記
述
が
っ
て
日
記
に
息
長
氏
の
名
を
わ
ざ
わ
ざ
明
記
す
る
と
い
う
こ
と
に
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
洛
の
記
に
は
入
京
前
に
「
粟
津
に
と
ど
ま
り
て
」
と
記
す
が
、
息
長
氏
が
長
を
勤
め
た
筑
摩
御
厨
同
様
、
朝
廷
の
重
要
な
御
厨
が
あ
っ
た
粟
津
に
作
者
一
行
が
何
日
か
を
過
ご
し
た
こ
と
も
単
な
る
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
一
方
、
日
記
内
部
の
構
想
と
関
わ
ら
せ
れ
ば
、
息
長
氏
と
い
う
氏
族
の
女
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
し
た
、
と
い
う
説
話
は
、
日
記
の
晩
年
、
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
十
月
十
三
日
に
作
者
が
見
た
阿
弥
陀
仏
来
迎
の
夢
の
記
事
と
響
き
あ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
津
本
信
博
氏
は
日
記
の
こ
の
箇
所
に
の
み
家
の
名
を
記
し
と
ど
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
在
家
の
女
人
が
往
生
で
き
、
聖
衆
の
来
迎
を
得
る
こ
と
が
で
き
―22―
た
と
い
う
、
孝
標
女
が
晩
年
懸
念
し
て
い
た
阿
弥
陀
来
迎
に
ま
つ
わ
る
、
息
長
氏
の
某
女
の
話
が
、
念
頭
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
実
名
を
記
し
と
ど
め
る
結
果
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
注
六
）。
時
間
的
経
過
か
ら
す
れ
ば
康
平
元
年
（
一
〇
五
八
）
十
月
五
日
の
夫
俊
通
死
去
に
先
立
つ
三
年
前
の
こ
の
夢
を
、
日
記
で
は
順
序
を
逆
に
し
て
記
し
、
「
こ
の
夢
ば
か
り
ぞ
後
の
頼
み
と
し
け
る
」
と
す
る
ほ
ど
、
老
残
の
孤
独
に
あ
る
作
者
に
と
っ
て
阿
弥
陀
来
迎
の
夢
は
心
の
支
え
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
息
長
氏
の
某
女
は
あ
こ
が
れ
た
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
遥
か
少
女
時
代
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
に
息
長
氏
の
名
が
記
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
次
に
、
そ
れ
以
外
の
意
味
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。
息
長
と
い
う
名
は
、
こ
と
ば
と
し
て
は
風
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
級
日
記
の
記
述
に
は
、
風
の
こ
と
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。「
風
」、「
嵐
」、「
川
風
」、「
山
風
」
等
、
風
や
そ
の
複
合
語
の
用
例
は
三
十
一
例
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
訳
は
単
に
「
風
」
と
す
る
も
の
十
四
例
、
「
あ
ら
し
」
四
例
、
「
秋
風
」
二
例
、
「
松
風
」
二
例
、
「
川
風
」

「
雲
か
へ
る
風
」

「
関
の
せ
き
風
」

「
山
風
」

「
雨
風
」

「
南
風
」

「
北
風
」

「
西
」
「
東
」
各
一
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
そ
の
描
か
れ
方
や
状
況
に
注
目
し
て
分
類
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ａ
梅
の
香
を
運
ぶ
風
、
萩
に
吹
く
秋
風
な
ど
、
美
的
な
風
情
の
あ
る
風
…
…
七
例
ｂ
伝
承
（
竹
芝
）
の
語
り
の
な
か
の
「
南
風
」、「
北
風
」
な
ど
…
…
四
例
ｃ
激
し
く
吹
き
払
う
、
恐
ろ
し
く
冷
た
い
風
…
…
二
十
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
項
目
ｃ
に
つ
い
て
何
点
か
確
認
し
て
み
た
い
。
①
そ
の
夜
は
、
く
ろ
と
の
浜
と
い
ふ
所
に
と
ま
る
。
か
た
つ
方
は
ひ
ろ
山
な
る
所
の
、
砂
子
は
る
ば
る
と
白
き
に
、
松
原
し
げ
り
て
、
月
い
み
じ
う
あ
か
き
に
、
風
の
音
も
い
み
じ
う
心
ぼ
そ
し
。
②
天
ち
う
と
い
ふ
川
の
つ
ら
に
、
仮
屋
造
り
設
け
た
り
け
れ
ば
、
…
…
冬
深
く
な
り
た
れ
ば
、
川
風
け
は
し
く
吹
き
上
げ
つ
つ
、
堪
へ
が
た
く
お
ぼ
え
け
り
。
③
十
月
つ
ご
も
り
が
た
に
、
あ
か
ら
さ
ま
に
来
て
み
れ
ば
、
こ
ぐ
ら
う
茂
れ
り
し
木
の
葉
ど
も
残
り
な
く
散
り
み
だ
れ
て
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
げ
に
見
え
わ
た
り
て
、
こ
こ
ち
よ
げ
に
さ
さ
ら
ぎ
流
れ
し
水
も
、
木
の
葉
に
う
づ
も
れ
て
、
あ
と
ば
か
り
見
ゆ
。
水
さ
へ
ぞ
す
み
た
え
に
け
る
木
の
葉
ち
る
あ
ら
し
の
山
の
こ
こ
ろ
ぼ
そ
さ
に
④
冬
に
な
り
て
、
日
ぐ
ら
し
雨
ふ
り
く
ら
い
た
る
夜
、
雲
か
へ
る
風
は
げ
し
う
う
ち
吹
き
て
、
空
は
れ
て
月
い
み
じ
う
あ
か
う
な
り
て
、
軒
近
き
荻
の
い
み
じ
く
風
に
吹
か
れ
て
、
砕
け
ま
ど
ふ
が
い
と
あ
は
れ
に
て
、
秋
を
い
か
に
思
ひ
い
づ
ら
む
冬
深
み
嵐
に
ま
ど
ふ
を
ぎ
の
枯
葉
は
⑤
親
族
な
る
人
、
尼
に
な
り
て
修
学
院
に
入
り
ぬ
る
に
、
冬
ご
ろ
、
涙
さ
へ
ふ
り
は
へ
つ
つ
ぞ
思
ひ
や
る
あ
ら
し
吹
く
ら
む
冬
の
山
ざ
と
⑥
東
は
野
の
は
る
ば
る
と
あ
る
に
、
東
の
山
ぎ
は
は
、
比
叡
の
山
よ
り
し
て
、
稲
荷
な
ど
い
ふ
山
ま
で
あ
ら
は
に
見
え
わ
た
り
、
南
は
雙
の
岡
の
松
風
、
い
と
耳
近
う
心
ぼ
そ
く
聞
こ
え
て
、
内
に
は
、
い
た
だ
き
の
も
と
ま
で
、
田
と
い
ふ
も
の
の
、
ひ
た
引
き
鳴
ら
す
音
な
ど
、
田
舎
の
こ
こ
ち
し
て
、
…
…
思
ひ
出
で
て
人
こ
そ
と
は
ね
山
里
の
ま
が
き
の
荻
に
あ
き
か
ぜ
は
吹
く
⑦
霜
月
の
二
十
余
日
、
石
山
に
参
る
。
雪
う
ち
降
り
つ
つ
、
道
の
ほ
ど
さ
へ
を
か
し
き
に
、
坂
の
関
を
見
る
に
も
、
昔
越
え
し
も
冬
ぞ
か
し
と
思
ひ
出
で
ら
る
る
に
、
そ
の
ほ
ど
し
も
、
い
と
あ
ら
う
吹
い
た
り
。
坂
の
関
の
せ
き
風
ふ
く
こ
ゑ
は
む
か
し
聞
き
し
に
か
は
ら
ざ
り
け
り
…
…
暮
れ
か
か
る
ほ
ど
に
詣
で
着
き
て
、
ゆ
や
に
お
り
て
御
堂
に
の
ぼ
る
に
、
人
声
も
せ
ず
、
山
風
お
そ
ろ
し
う
お
ぼ
え
て
、
⑧
そ
の
夜
、
山
辺
と
い
ふ
所
の
寺
に
宿
り
て
、
い
と
苦
し
け
れ
ど
、
経
す
こ
し
読
み
た
て
ま
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つ
り
て
、
う
ち
や
す
み
た
る
夢
に
、
い
み
じ
く
や
む
ご
と
な
く
清
ら
な
る
女
の
お
は
す
る
に
参
り
た
れ
ば
、
風
い
み
じ
う
吹
く
。
…
…
い
み
じ
う
風
の
吹
く
日
、
宇
治
の
渡
り
を
す
る
に
、
網
代
い
と
近
う
こ
ぎ
よ
り
た
り
。
⑨
冬
に
な
り
て
の
ぼ
る
に
、
大
津
と
い
ふ
浦
に
舟
に
の
り
た
る
に
、
そ
の
夜
、
雨
風
、
岩
も
動
く
ば
か
り
降
り
ふ
ぶ
き
て
、
か
み
さ
へ
な
り
て
と
ど
ろ
く
に
、
浪
の
た
ち
く
る
音
な
ひ
、
風
の
吹
き
ま
ど
ひ
た
る
さ
ま
、
お
そ
ろ
し
げ
な
る
こ
と
、
命
か
ぎ
り
つ
と
思
ひ
ま
ど
は
る
。
岡
の
上
に
舟
を
引
き
上
げ
て
夜
を
明
か
す
。
雨
は
や
み
た
れ
ど
、
風
な
ほ
吹
き
て
舟
出
だ
さ
ず
。
ゆ
く
へ
も
な
き
岡
の
上
に
五
六
日
と
過
ぐ
す
。
か
ら
う
じ
て
風
い
さ
さ
か
や
み
た
る
ほ
ど
、
…
…
荒
る
る
海
に
風
よ
り
さ
き
に
舟
出
し
て
石
津
の
浪
と
消
え
な
ま
し
か
ば
①
は
上
洛
の
記
の
う
ち
、
下
総
国
「
く
ろ
と
の
浜
」
で
の
こ
と
で
あ
る
。
秋
の
月
が
明
る
く
照
る
美
し
い
海
岸
で
の
一
夜
の
思
い
出
で
、
人
々
は
興
に
乗
っ
て
歌
を
詠
む
が
、
作
者
は
美
し
い
光
景
に
も
か
か
わ
ら
ず
秋
風
の
音
に
心
細
さ
を
感
じ
て
い
る
。
②
も
上
洛
の
旅
で
、
遠
江
国
に
か
か
っ
て
病
を
発
し
た
作
者
は
天
竜
川
畔
の
仮
屋
で
数
日
休
養
す
る
の
だ
が
、
折
し
も
冬
の
寒
風
が
吹
き
す
さ
ん
で
耐
え
難
か
っ
た
と
記
す
。
③
は
東
山
を
再
訪
し
た
時
の
こ
と
で
、
夏
に
訪
れ
た
際
は
薄
暗
く
茂
り
あ
っ
て
い
た
木
々
が
嵐
に
葉
を
散
ら
さ
れ
る
様
を
「
こ
こ
ろ
ぼ
そ
さ
」
と
表
現
し
て
い
る
。
④
は
荻
の
枯
葉
を
砕
き
飛
ば
す
程
に
激
し
い
風
が
吹
き
荒
れ
る
冬
の
庭
を
描
い
て
い
る
。「
雲
か
へ
る
風
」
は
雲
を
吹
き
払
う
程
に
強
い
風
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
⑤
は
尼
に
な
っ
て
修
学
院
に
入
っ
た
親
族
を
思
い
遣
っ
て
い
る
が
、
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
冬
の
山
里
の
情
景
が
思
い
描
か
れ
て
い
る
。
⑥
は
父
親
が
常
陸
か
ら
帰
京
し
た
後
、
一
家
で
西
山
に
移
っ
た
時
の
こ
と
で
、
秋
の
風
情
豊
か
な
山
里
の
風
景
を
描
写
す
る
な
か
で
、
双
が
丘
の
松
風
を
耳
に
し
て
は
心
細
さ
を
感
じ
て
い
る
。
⑦
は
石
山
詣
で
の
途
次
の
描
写
だ
が
、
冬
霜
月
と
い
う
こ
と
で
雪
が
降
る
な
か
を
坂
越
え
す
る
場
面
で
あ
る
。
「
そ
の
ほ
ど
し
も
、
い
と
あ
ら
う
吹
い
た
り
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
二
十
五
年
前
の
師
走
の
二
日
、
上
総
国
か
ら
の
上
京
の
旅
で
こ
こ
を
通
過
し
た
際
に
も
、
こ
の
日
と
同
じ
く
雪
を
巻
き
上
げ
風
が
激
し
く
吹
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
上
洛
の
記
に
は
そ
の
こ
と
は
描
か
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
参
籠
し
た
石
山
寺
で
も
山
風
が
恐
ろ
し
い
ほ
ど
吹
い
た
と
記
し
て
い
る
。
⑧
は
大
嘗
会
の
御
禊
を
よ
そ
に
初
瀬
参
籠
に
向
か
う
途
中
の
山
辺
の
寺
で
の
体
験
だ
が
、
夢
の
な
か
で
参
上
し
た
女
性
の
所
に
は
風
が
激
し
く
吹
い
て
い
る
と
記
す
。
⑨
は
和
泉
国
か
ら
の
上
京
の
旅
が
描
か
れ
る
。
大
津
の
浦
で
の
冬
の
大
嵐
を
記
す
の
だ
が
、
岩
も
吹
き
飛
ば
し
そ
う
な
強
烈
な
風
が
吹
き
荒
れ
る
恐
怖
の
夜
で
、
命
の
危
機
す
ら
感
じ
て
い
る
。
以
上
の
①
か
ら
⑨
に
つ
い
て
、
季
節
は
①
、
⑥
が
秋
で
あ
る
が
、
秋
の
風
情
あ
ふ
れ
る
風
と
い
う
よ
り
も
、
心
細
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
古
今
和
歌
集
秋
歌
下
に
あ
る
文
屋
康
秀
の
「
吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
山
風
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む
」
の
よ
う
に
、
草
木
を
吹
き
枯
ら
す
晩
秋
の
風
に
荒
々
し
い
自
然
の
力
を
感
じ
取
り
、
秋
風
に
吹
き
ま
ど
う
草
葉
に
哀
愁
を
感
じ
る
の
は
一
般
的
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
①
、
⑥
以
外
は
冬
の
こ
と
で
あ
る
。
冬
だ
か
ら
冷
た
い
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
の
は
当
然
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
激
し
く
恐
ろ
し
く
吹
き
荒
れ
る
風
を
描
く
の
は
異
様
と
思
わ
れ
る
し
、
冬
の
季
節
の
出
来
事
を
多
く
記
す
こ
と
自
体
が
問
題
で
は
あ
ろ
う
。
風
は
古
代
人
に
と
っ
て
超
越
的
な
力
を
も
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
源
氏
物
語
の
朝
顔
巻
で
朝
顔
姫
君
と
対
面
す
る
源
氏
は
、
「
そ
の
世
の
罪
は
み
な
科
戸
の
風
に
た
ぐ
へ
て
き
」
と
語
る
が
、
「
科
戸
の
風
」
は
祝
詞
「
六
月
の
の
大
祓
」
に
「
天
の
下
四
方
の
国
に
は
、
罪
と
い
ふ
罪
は
あ
ら
じ
と
、
科
戸
の
風
の
天
の
八
重
雲
を
吹
き
放
つ
事
の
如
く
…
…
遺
る
罪
は
あ
ら
じ
と
祓
へ
た
ま
ひ
清
め
た
ま
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
罪
を
吹
き
払
っ
て
し
ま
う
風
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
「
気
吹
戸
に
坐
す
気
吹
戸
主
―24―
と
い
ふ
神
」
の
吹
く
息
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
源
氏
は
斎
院
時
代
の
昔
の
罪
は
皆
、
風
と
と
も
に
吹
き
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
罪
汚
れ
を
吹
き
払
う
神
話
的
な
風
の
威
力
と
い
う
意
味
合
い
は
先
の
更
級
日
記
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
作
者
は
風
の
威
力
は
感
じ
取
っ
て
い
る
に
し
ろ
、
む
し
ろ
、
人
を
ど
こ
か
に
吹
き
払
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
激
し
く
暴
力
的
な
力
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
風
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
少
女
時
代
か
ら
源
氏
物
語
に
耽
し
た
孝
標
女
は
、
物
語
の
登
場
人
物
に
自
己
を
投
影
し
、
夢
想
し
て
い
た
と
記
す
。
そ
の
結
果
、
作
者
が
我
が
身
に
引
き
つ
け
て
あ
こ
が
れ
た
の
は
夕
顔
と
浮
舟
と
で
あ
っ
た
。
光
の
源
氏
の
夕
顔
、
宇
治
の
大
将
の
浮
舟
の
女
君
の
や
う
に
こ
そ
あ
ら
め
と
思
ひ
け
る
心
、
ま
づ
い
と
は
か
な
く
あ
さ
ま
し
。
「
い
み
じ
く
や
む
ご
と
な
く
、
か
た
ち
有
様
、
物
語
に
あ
る
光
源
氏
な
ど
の
や
う
に
お
は
せ
む
人
を
、
年
に
一
た
び
に
て
も
通
は
し
た
て
ま
つ
り
て
、
浮
舟
の
女
君
の
や
う
に
、
山
里
に
か
く
し
す
ゑ
ら
れ
て
、
花
、
紅
葉
、
月
、
雪
を
な
が
め
て
、
い
と
心
ぼ
そ
げ
に
て
、
め
で
た
か
ら
む
御
文
な
ど
を
、
時
々
待
ち
見
な
ど
こ
そ
せ
め
」
と
ば
か
り
思
ひ
つ
づ
け
、
あ
ら
ま
し
ご
と
に
も
お
ぼ
え
け
り
。
こ
う
し
た
夢
想
は
結
婚
生
活
と
い
う
現
実
の
な
か
で
侵
さ
れ
て
ゆ
く
。
光
源
氏
ば
か
り
の
人
は
、
こ
の
世
に
お
は
し
け
り
や
は
。
薫
大
将
の
宇
治
に
か
く
し
す
ゑ
た
ま
ふ
べ
き
も
な
き
世
な
り
。
あ
な
も
の
ぐ
る
ほ
し
。
と
し
て
、
少
女
時
代
か
ら
の
夢
は
潰
え
、
物
語
と
訣
別
し
た
か
の
よ
う
に
記
す
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
後
年
の
初
瀬
詣
で
の
途
次
に
立
ち
寄
っ
た
宇
治
の
渡
り
で
は
、
つ
く
づ
く
と
見
る
に
、
紫
の
物
語
に
宇
治
の
宮
の
む
す
め
ど
も
の
こ
と
あ
る
を
、
い
か
な
る
所
な
れ
ば
、
そ
こ
に
し
も
住
ま
せ
た
る
な
ら
む
と
ゆ
か
し
く
思
ひ
し
所
ぞ
か
し
。
げ
に
を
か
し
き
所
か
な
と
思
ひ
つ
つ
、
か
ら
う
じ
て
渡
り
て
、
殿
の
御
領
所
の
宇
治
殿
を
入
り
て
見
る
に
も
、
浮
舟
の
女
君
の
、
か
か
る
所
に
や
あ
り
け
む
な
ど
、
ま
づ
思
ひ
出
で
ら
る
。
と
記
し
、
宇
治
の
地
で
ま
ず
思
い
至
っ
た
の
が
宇
治
十
帖
の
ヒ
ロ
イ
ン
浮
舟
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
わ
け
で
、
結
局
、
物
語
へ
の
志
向
が
全
く
消
去
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
少
女
時
代
以
来
の
懐
か
し
い
思
い
出
と
し
て
常
に
作
者
の
心
に
寄
り
添
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
孝
標
女
が
夕
顔
と
浮
舟
、
と
り
わ
け
浮
舟
に
憧
憬
を
抱
く
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
様
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
注
七
）。
二
人
の
女
君
に
共
通
す
る
身
分
や
境
遇
、
す
な
わ
ち
中
の
品
の
女
君
で
あ
る
こ
と
に
受
領
の
娘
と
し
て
の
夢
を
重
ね
合
わ
せ
た
こ
と
、
特
に
浮
舟
に
関
し
て
は
、
東
国
と
深
い
縁
を
も
つ
と
い
う
共
通
性
や
後
半
生
に
み
ら
れ
る
仏
教
へ
の
傾
斜
な
ど
、
い
わ
ば
身
の
丈
に
合
っ
た
人
物
と
し
て
浮
舟
が
選
び
取
ら
れ
た
、
と
す
る
の
が
主
な
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
原
岡
文
子
氏
は
、
出
自
以
外
に
二
人
の
女
君
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
「
彼
ら
が
悲
劇
的
な
女
主
人
公
で
あ
っ
た
こ
と
」
を
重
視
さ
れ
る
。
若
き
日
の
源
氏
の
恋
の
対
象
と
し
て
登
場
し
、
物
の
怪
に
と
り
殺
さ
れ
て
は
か
な
い
生
を
終
え
た
夕
顔
と
、
二
人
の
貴
公
子
と
の
恋
の
板
挟
み
の
果
て
に
入
水
自
殺
を
選
び
と
っ
た
浮
舟
と
は
「
何
に
も
ま
し
て
劇
的
な
運
命
の
展
開
、
非
日
常
的
な
漂
う
浪
漫
的
な
生
を
負
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
「
さ
す
ら
い
、
漂
う
生
を
負
っ
た
は
か
な
げ
な
女
君
た
ち
こ
そ
が
、
作
者
の
夢
を
大
き
く
き
立
て
得
る
（
注
八
）」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
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浮
舟
に
つ
い
て
は
、
遊
女
の
面
影
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
匂
宮
、
薫
大
将
と
い
う
二
人
の
貴
公
子
に
ま
み
え
た
こ
と
自
体
が
そ
う
で
あ
る
が
、
特
に
浮
舟
巻
に
み
え
る
次
の
場
面
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
浮
舟
が
匂
宮
と
の
甘
美
な
二
日
間
を
過
ご
し
た
後
、
京
に
迎
え
取
る
と
い
う
薫
の
言
葉
に
従
っ
て
浮
舟
の
上
京
準
備
に
宇
治
に
や
っ
て
き
た
母
中
将
の
君
が
、
宮
と
の
過
ち
を
知
ら
ず
に
、
よ
か
ら
ぬ
事
を
引
き
出
で
た
ま
へ
ら
ま
し
か
ば
、
す
べ
て
、
身
に
は
悲
し
く
い
み
じ
と
思
ひ
き
こ
ゆ
と
も
、
ま
た
見
た
て
ま
つ
ら
ざ
ら
ま
し
と
話
す
。
こ
の
言
葉
を
傍
ら
で
臥
し
な
が
ら
聞
い
て
い
た
浮
舟
は
「
心
肝
も
つ
ぶ
れ
」、
「
な
ほ
、
わ
が
身
を
失
ひ
て
ば
や
」
と
思
う
に
至
る
。
浮
舟
を
残
し
て
帰
京
す
る
母
は
、
心
細
く
な
っ
て
「
し
ば
し
も
参
り
来
ま
ほ
し
く
こ
そ
」
と
慕
う
浮
舟
に
、
泣
き
な
が
ら
「
武
生
の
国
府
に
移
ろ
ひ
た
ま
ふ
と
も
、
忍
び
て
は
参
り
来
な
む
を
」
と
語
る
の
だ
っ
た
。「
武
生
の
国
府
に
移
ろ
ひ
た
ま
ふ
」
は
催
馬
楽
の
「
道
の
口
」
を
引
い
て
い
る
。
道
の
口
武
生
の
国
府
に
我
は
あ
り
と
親
に
申
し
た
べ
心
あ
ひ
の
風
や
さ
き
む
だ
ち
や
都
の
親
か
ら
別
れ
て
地
方
に
流
離
し
た
女
が
、
我
が
身
の
存
在
を
吹
く
風
に
託
し
て
遠
い
都
の
親
に
知
ら
せ
よ
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
浮
舟
巻
末
に
詠
ま
れ
た
浮
舟
の
辞
世
と
も
思
え
る
次
の
歌
に
も
、
催
馬
楽
「
道
の
口
」
と
の
関
連
性
が
窺
わ
れ
る
。
誦
経
の
鐘
の
風
に
つ
け
て
聞
こ
え
来
る
を
、
つ
く
づ
く
と
聞
き
臥
し
た
ま
ふ
。
鐘
の
音
の
絶
ゆ
る
ひ
び
き
に
音
を
そ
へ
て
わ
が
世
つ
き
ぬ
と
君
に
伝
へ
よ
直
前
に
京
の
母
中
将
の
君
か
ら
浮
舟
の
身
を
案
じ
る
文
が
あ
っ
て
、
そ
れ
へ
の
返
り
事
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
吹
く
「
風
に
つ
け
て
」
都
の
母
に
思
い
を
「
伝
へ
よ
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
「
道
の
口
」
を
下
に
敷
い
た
表
現
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
手
習
巻
で
、
横
川
の
僧
都
の
小
野
の
草
庵
に
暮
ら
す
浮
舟
が
、
仲
秋
の
名
月
の
頃
に
女
達
が
弾
く
琴
を
聞
く
場
面
に
は
、
次
の
描
写
が
あ
る
。
中
将
の
横
笛
を
受
け
て
僧
都
の
母
尼
君
が
一
座
の
冷
笑
を
買
い
つ
つ
も
得
意
気
に
和
琴
を
弾
く
の
で
あ
っ
た
。
「
た
け
ふ
、
ち
ち
り
ち
ち
り
、
た
り
た
ん
な
」
な
ど
、
き
返
し
は
や
り
か
に
弾
き
た
る
、
言
葉
ど
も
、
わ
り
な
く
古
め
き
た
り
。
こ
の
「
た
け
ふ
、
ち
ち
り
ち
ち
り
、
た
り
た
ん
な
」
に
つ
い
て
は
、
花
鳥
余
情
で
は
「
こ
れ
は
笛
の
音
の
か
く
き
こ
ゆ
る
な
り
。
そ
れ
を
和
琴
に
尼
公
の
引
た
る
な
り
」
と
し
て
、
中
将
の
横
笛
を
聞
い
た
母
尼
君
が
こ
う
口
ず
さ
み
な
が
ら
和
琴
を
弾
く
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
山
田
孝
雄
は
こ
の
部
分
を
「
た
け
ふ
」
と
「
ち
ち
り
」
以
下
と
に
分
け
、
「
た
け
ふ
は
催
馬
楽
律
の
歌
の
「
道
口
」
の
う
ち
の
こ
と
ば
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
浮
舟
巻
の
母
中
将
の
君
の
言
葉
「
武
生
の
国
府
に
移
ろ
ひ
」
に
誘
導
さ
れ
た
も
の
で
、
「
浮
舟
を
再
び
世
に
出
で
し
め
む
と
希
へ
る
小
野
尼
が
、
こ
の
催
馬
楽
を
う
た
へ
り
と
す
る
は
一
方
よ
り
い
へ
ば
か
の
浮
舟
巻
の
記
事
と
首
尾
照
応
す
べ
く
、
一
方
よ
り
い
へ
ば
そ
の
老
尼
の
心
裡
を
こ
れ
に
よ
り
て
言
外
に
描
写
せ
る
も
の
と
し
て
効
果
少
か
ら
ず
（
注
九
）」
と
し
て
い
る
。
都
の
人
に
浮
舟
の
無
事
を
知
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
母
尼
君
の
口
を
つ
い
て
出
た
言
葉
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
催
馬
楽
「
道
の
口
」
と
浮
舟
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
筆
者
も
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
注
十
）。
「
道
の
口
」
に
謡
わ
れ
た
「
武
生
の
国
府
」
は
越
前
国
府
で
あ
る
が
、
催
馬
楽
の
な
か
で
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
歌
の
数
は
、
都
の
あ
る
山
城
国
が
六
曲
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
催
馬
楽
に
大
嘗
祭
の
風
俗
歌
か
ら
編
曲
さ
れ
た
曲
が
あ
る
関
係
上
、
伊
勢
国
が
四
曲
と
多
い
が
、
近
江
国
と
越
前
国
も
各
三
曲
挙
げ
ら
れ
る
。
三
曲
以
上
は
こ
の
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四
か
国
の
み
で
あ
る
。
近
江
国
の
曲
に
関
し
て
は
「
鷹
の
子
」
に
粟
津
の
原
、
御
栗
栖
、
「
近
江
路
」
に
は
近
江
路
、
篠
、「
更
衣
」
に
は
篠
原
の
地
名
が
謡
わ
れ
て
い
る
。
越
前
国
の
曲
で
は
「
朝
津
あ
さ
む
づ
」
に
朝
津
の
橋
、
「
挿
」
に
武
生
（
た
け
く
）、
「
道
の
口
」
に
道
の
口
、
武
生
の
国
府
の
地
名
が
そ
れ
ぞ
れ
謡
わ
れ
て
い
る
。
「
朝
津
」
は
「
さ
き
む
だ
ち
や
」
と
い
う
詞
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
詞
は
他
に
「
挿
」「
鷹
の
子
」「
近
江
路
」「
道
の
口
」「
更
衣
」
に
も
み
ら
れ
る
。
折
口
信
夫
は
「
記
紀
、
神
楽
歌
、
催
馬
楽
を
み
る
と
、
近
江
の
も
の
が
い
く
ら
で
も
出
て
く
る
」
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
「
近
江
の
国
を
土
台
と
し
て
成
立
し
た
歌
」
で
あ
り
、
近
江
国
に
接
す
る
越
前
国
な
ど
を
も
含
め
た
「
近
江
芸
術
」
の
存
在
を
想
定
し
た
（
注
十
一
）。
さ
ら
に
催
馬
楽
の
な
か
で
「
さ
き
ん
だ
ち
や
」
と
い
う
詞
を
も
つ
曲
を
挙
げ
、
こ
れ
を
有
す
る
こ
と
が
「
近
江
歌
の
特
徴
」
と
し
た
（
注
十
二
）。
こ
れ
に
従
え
ば
前
掲
の
近
江
国
の
歌
三
曲
、
越
前
国
の
歌
三
曲
は
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
臼
田
甚
五
郎
も
こ
れ
ら
が
「
も
と
は
一
連
を
な
し
て
い
た
」
と
考
え
、
な
か
で
も
「
朝
津
」「
挿
」「
道
の
口
」
の
三
曲
は
と
も
に
越
前
の
民
謡
と
い
う
共
通
点
を
も
つ
こ
と
、
「
朝
津
」
に
謡
わ
れ
た
朝
津
（
浅
水
）
の
橋
が
「
挿
」
「
道
の
口
」
に
謡
わ
れ
た
武
生
の
国
府
に
近
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
朝
津
」
は
「
浅
水
生
ま
れ
の
女
が
武
生
で
遊
女
と
な
っ
て
年
経
た
嘆
き
を
、
や
や
滑
稽
に
自
風
に
歌
っ
た
も
の
」
と
想
像
し
て
い
る
（
注
十
三
）。
柳
田
國
男
も
「
道
の
口
」
は
「
親
を
西
南
の
京
な
り
津
の
国
な
り
に
、
置
い
て
来
た
と
い
ふ
者
の
歌
」
で
、
「
遊
行
女
児
の
作
」
か
と
し
て
い
る
（
注
十
四
）。
越
前
国
の
催
馬
楽
に
、
流
浪
の
遊
女
が
遠
く
離
れ
た
親
を
思
っ
て
寂
し
く
暮
ら
し
て
い
る
、
と
い
う
情
況
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
浮
舟
巻
で
、
母
中
将
の
君
が
口
に
し
た
催
馬
楽
「
道
の
口
」
は
、
浮
舟
の
遊
女
的
在
り
方
の
象
徴
で
あ
り
、
さ
す
ら
い
の
人
生
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
道
の
口
」
を
謡
っ
た
女
は
武
生
の
国
府
ま
で
さ
す
ら
っ
た
の
だ
が
、
浮
舟
は
京
の
都
か
ら
東
の
常
陸
へ
、
ま
た
京
へ
、
さ
ら
に
は
宇
治
か
ら
洛
北
の
小
野
へ
と
、
風
に
吹
か
れ
る
か
の
よ
う
に
さ
す
ら
い
続
け
る
女
性
な
の
で
あ
る
。
催
馬
楽
の
「
道
の
口
」
に
お
い
て
、
遊
女
と
風
の
意
味
を
み
た
が
、
源
氏
物
語
の
な
か
で
は
風
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
風
」
の
語
の
用
例
を
巻
別
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
桐
壺
巻
四
例
、
帚
木
巻
二
例
、
空
巻
一
例
、
夕
顔
巻
四
例
、
若
紫
巻
四
例
、
末
摘
花
巻
二
例
、
紅
葉
賀
巻
一
例
、
花
宴
巻
一
例
、
葵
巻
四
例
、
賢
木
巻
五
例
、
須
磨
巻
七
例
、
明
石
巻
七
例
、
生
巻
一
例
、
関
屋
巻
一
例
、
松
風
巻
一
例
、
朝
顔
巻
一
例
、
少
女
巻
三
例
、
玉
鬘
巻
二
例
、
胡
蝶
巻
三
例
、
常
夏
巻
四
例
、
篝
火
巻
一
例
、
野
分
巻
二
十
七
例
、
真
木
柱
巻
二
例
、
梅
枝
巻
三
例
、
若
菜
上
巻
五
例
、
若
菜
下
巻
四
例
、
横
笛
巻
二
例
、
鈴
虫
巻
一
例
、
夕
霧
巻
一
例
、
御
法
巻
四
例
、
幻
巻
三
例
、
紅
梅
巻
一
例
、
竹
河
巻
四
例
、
橋
姫
巻
二
例
、
椎
本
巻
四
例
、
総
角
巻
九
例
、
早
蕨
巻
二
例
、
宿
木
巻
四
例
、
東
屋
巻
一
例
、
浮
舟
巻
五
例
、
手
習
巻
九
例
こ
れ
ら
の
う
ち
、
野
分
巻
は
文
字
通
り
荒
々
し
い
野
分
に
よ
っ
て
源
氏
の
六
条
院
が
傷
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
、
野
分
を
話
題
の
中
心
と
し
た
内
容
で
あ
る
か
ら
、
二
十
七
と
も
っ
と
も
用
例
数
が
多
い
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
須
磨
明
石
両
巻
も
各
七
例
と
多
い
が
、
都
を
離
れ
た
人
の
国
の
荒
々
し
い
風
土
や
須
磨
浦
の
嵐
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
宇
治
十
帖
の
総
角
、
浮
舟
、
手
習
巻
に
お
い
て
も
用
例
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
手
習
巻
に
お
い
て
は
、
小
野
の
僧
庵
に
過
ご
す
浮
舟
に
は
常
に
風
が
吹
き
つ
け
て
い
る
。
失
踪
時
の
記
憶
を
た
ど
る
な
か
で
は
「
皆
人
の
寝
た
り
し
に
、
妻
戸
を
放
ち
て
出
で
た
り
し
に
、
風
は
は
げ
し
う
、
川
波
も
荒
う
聞
こ
え
し
を
」
と
あ
る
の
を
始
め
と
し
て
、
小
野
の
僧
庵
で
は
「
松
蔭
し
げ
く
、
風
の
音
も
い
と
心
細
き
」
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「
風
の
騒
が
し
か
り
つ
る
紛
れ
」
「
風
の
吹
き
上
げ
た
り
つ
る
隙
」
「
夕
暮
の
風
の
音
も
あ
は
れ
な
る
に
、
思
ひ
出
づ
る
こ
と
多
く
て
」「
夜
の
風
の
音
」「
ひ
ね
も
す
に
吹
く
風
の
音
も
い
と
心
細
き
に
、
お
は
し
た
る
人
も
、
「
あ
は
れ
山
伏
は
、
か
か
る
日
に
ぞ
音
は
泣
か
る
な
る
か
し
」
と
言
ふ
」
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
「
山
風
」
や
「
山
お
ろ
し
」
の
語
も
み
え
る
。
小
野
の
山
里
で
は
通
奏
低
音
の
よ
う
に
風
の
音
が
響
き
渡
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
浮
舟
の
心
を
追
い
立
て
、
吹
き
さ
ら
う
か
の
よ
う
な
激
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
浮
舟
は
ま
さ
に
風
に
吹
か
れ
て
さ
す
ら
う
女
で
あ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
一
方
、
夕
顔
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
描
写
が
関
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
夕
顔
巻
の
「
な
に
が
し
の
院
」
に
お
け
る
源
氏
と
夕
顔
の
瀬
の
場
面
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
ま
だ
知
ら
ぬ
こ
と
な
る
御
旅
寝
に
、
息
長
川
と
契
り
た
ま
ふ
こ
と
よ
り
ほ
か
の
こ
と
な
し
。
こ
の
「
息
長
川
」
は
先
述
の
万
葉
歌
を
引
き
、
二
人
の
仲
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
源
氏
の
誓
い
を
表
現
し
て
い
る
。
源
氏
物
語
で
は
「
息
長
」
は
こ
の
一
例
し
か
み
え
な
い
が
、
夕
顔
と
息
長
を
結
び
付
け
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
円
地
文
子
は
夕
顔
巻
に
お
け
る
夕
顔
と
源
氏
の
歌
の
遣
り
取
り
か
ら
、
夕
顔
の
な
か
に
「
無
意
識
な
娼
婦
性
」
を
感
じ
取
り
、
夕
顔
本
人
の
み
な
ら
ず
「
夕
顔
の
宿
の
半
蔀
か
ら
額
を
透
か
せ
て
い
る
女
た
ち
の
姿
ま
で
、
少
し
後
の
遊
女
の
宿
を
写
し
た
絵
巻
の
風
情
に
ど
こ
か
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
源
氏
物
語
私
見
』
）。
夕
顔
巻
頭
で
、
夕
顔
の
宿
の
切
懸
に
い
纏
わ
る
夕
顔
の
花
を
見
た
源
氏
が
口
に
す
る
「
を
ち
か
た
人
に
も
の
申
す
」
は
古
今
和
歌
集
巻
十
九
の
旋
頭
歌
「
う
ち
わ
た
す
遠
方
人
に
も
の
申
す
わ
れ
そ
の
そ
こ
に
白
く
さ
け
る
は
な
に
の
花
ぞ
も
」
に
よ
る
。
そ
の
返
歌
に
「
春
さ
れ
ば
野
辺
に
ま
づ
さ
く
見
れ
ど
あ
か
ぬ
花
ま
ひ
な
し
に
た
だ
名
の
る
べ
き
花
の
名
な
れ
や
」
と
あ
る
が
、
両
歌
の
「
花
」
に
つ
い
て
竹
岡
正
夫
は
、
思
う
に
、
こ
の
「
花
」
と
は
、
遊
女
の
た
ぐ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
折
柄
そ
こ
に
咲
い
て
い
る
梅
に
託
し
て
詠
ん
だ
も
の
と
解
さ
れ
る
（
注
十
五
）。
と
す
る
。
そ
も
そ
も
、
誰
と
も
知
れ
な
い
男
に
女
の
方
か
ら
挑
み
か
か
る
よ
う
な
「
心
あ
て
に
」
の
和
歌
を
詠
む
と
い
う
、
当
時
の
貴
族
女
性
の
常
識
を
逸
脱
し
た
行
為
や
、
「
な
に
が
し
の
院
」
で
は
和
漢
朗
詠
集
巻
下
、「
遊
女
」
の
項
に
あ
る
和
歌
「
白
波
の
寄
す
る
に
世
を
つ
く
す
海
人
の
子
な
れ
ば
宿
も
定
め
ず
」
を
引
い
て
「
海
人
の
子
な
れ
ば
」
と
戯
れ
て
源
氏
の
問
い
を
は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
夕
顔
も
遊
女
の
面
影
を
色
濃
く
宿
し
て
い
る
女
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
息
長
川
は
風
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
包
す
る
地
名
で
あ
っ
た
。
夕
顔
に
関
し
て
息
長
の
語
が
語
ら
れ
る
の
に
は
、
浮
舟
同
様
、
風
に
さ
す
ら
う
遊
女
と
い
う
側
面
と
、
息
長
の
あ
る
近
江
が
越
前
と
並
ん
で
遊
女
の
さ
す
ら
う
地
と
い
う
性
格
付
け
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
更
級
日
記
に
は
「
遊
女
あ
そ
び
」
に
関
す
る
記
述
が
三
か
所
み
ら
れ
る
。
上
京
の
記
の
足
柄
越
え
と
野
上
の
宿
、
そ
れ
に
四
十
歳
頃
和
泉
に
下
る
旅
の
途
中
、
高
浜
で
の
こ
と
で
あ
る
。
足
柄
山
で
は
、
月
も
な
く
暗
い
夜
、
闇
の
中
か
ら
三
人
の
遊
女
が
立
ち
現
れ
、
空
に
澄
み
の
ぼ
る
声
で
歌
を
歌
っ
て
人
々
を
慰
め
た
後
、
恐
ろ
し
げ
な
山
中
に
帰
っ
て
行
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
印
象
的
で
叙
情
的
な
光
景
は
作
者
の
心
に
強
烈
な
刻
印
と
な
っ
た
よ
う
で
、
野
上
の
宿
で
遊
女
が
現
れ
、
一
晩
中
歌
を
歌
う
の
に
も
「
足
柄
な
り
し
思
ひ
出
で
ら
れ
て
、
あ
は
れ
に
恋
し
き
こ
と
か
ぎ
り
な
し
」
と
記
し
て
い
る
。
高
浜
の
宿
で
も
舟
を
漕
ぎ
寄
せ
て
現
れ
、
歌
う
遊
女
を
「
い
と
あ
は
れ
に
見
ゆ
」
と
記
す
。
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男
達
を
慰
め
る
と
い
う
本
来
の
遊
女
の
在
り
方
は
さ
て
お
き
、
作
者
は
遊
女
達
の
も
つ
美
し
さ
に
魅
か
れ
、
夜
の
闇
か
ら
現
れ
闇
に
帰
っ
て
行
く
と
い
う
そ
の
在
り
方
に
感
動
を
覚
え
て
、
神
聖
視
さ
え
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
灯
火
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
姿
と
、
闇
に
消
え
て
行
く
姿
と
、
こ
う
し
た
遊
女
達
の
在
り
方
は
「
光
と
闇
と
の
交
錯
の
中
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
幻
想
的
な
美
を
獲
得
し
た
（
注
十
六
）」
と
指
摘
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
孝
標
女
が
遊
女
に
感
じ
取
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
を
連
想
さ
せ
、
そ
こ
に
さ
す
ら
う
か
の
如
き
美
し
さ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
夕
顔
も
浮
舟
も
、
更
級
日
記
の
作
者
が
憧
れ
を
も
っ
て
夢
見
た
女
君
は
「
さ
す
ら
い
、
漂
う
生
を
負
っ
た
は
か
な
げ
な
女
君
た
ち
（
注
十
七
）」
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
遊
女
の
面
影
を
揺
曳
す
る
夕
顔
に
は
息
長
川
と
い
う
近
江
国
の
地
名
が
絡
ん
で
い
た
。
息
長
の
名
は
息
、
す
な
わ
ち
人
の
吐
き
出
す
風
と
重
な
る
。
ま
た
、
浮
舟
に
は
さ
す
ら
う
遊
女
の
面
影
と
と
も
に
、
越
前
、
近
江
と
い
う
地
名
が
関
わ
っ
て
い
た
。
さ
す
ら
い
の
遊
女
は
風
に
吹
か
れ
て
漂
い
、
風
に
託
し
て
遠
く
の
人
に
我
が
身
の
在
処
を
伝
え
よ
う
と
す
る
。
さ
す
ら
い
と
い
う
在
り
方
は
、
風
に
吹
か
れ
て
漂
う
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。
近
江
国
息
長
と
越
前
国
武
生
の
国
府
と
、
そ
こ
に
は
、
風
に
吹
か
れ
て
さ
す
ら
う
遊
女
の
如
き
夕
顔
と
浮
舟
の
姿
が
重
ね
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
孝
標
女
は
日
記
の
な
か
で
、
吹
き
す
さ
び
、
人
ま
で
吹
き
払
っ
て
し
ま
う
か
の
よ
う
な
恐
ろ
し
く
激
し
い
風
を
描
い
て
い
た
。
風
は
決
し
て
風
流
な
存
在
で
は
な
く
、
暴
力
的
に
人
を
つ
ら
い
情
況
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。
上
京
の
日
記
の
な
か
に
、
近
江
国
の
こ
と
と
し
て
さ
り
げ
な
い
形
で
、
し
か
し
日
記
中
で
は
特
異
な
例
と
し
て
息
長
の
姓
を
明
記
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
そ
れ
が
近
江
国
と
い
う
、
風
に
さ
す
ら
う
遊
女
に
関
わ
る
地
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
近
江
の
国
お
き
な
が
と
い
ふ
人
」
と
は
、
後
に
自
身
の
憧
れ
の
対
象
と
な
る
夕
顔
や
浮
舟
と
い
う
、
浪
漫
的
な
遊
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
秘
め
な
が
ら
風
の
よ
う
に
さ
す
ら
う
女
君
へ
の
思
い
を
託
し
た
こ
と
ば
と
し
て
、
象
徴
的
に
記
名
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注
一
、
更
級
日
記
の
本
文
は
、
以
下
、
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
ま
た
、
源
氏
物
語
、
催
馬
楽
も
同
全
集
に
よ
る
。
二
、
小
谷
野
純
一
『
更
級
日
記
全
評
釈
』
（
風
間
書
房
）
三
、
片
桐
洋
一
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
増
訂
版
』
（
笠
間
書
院
）
四
、
引
用
は
『
往
生
伝
法
華
験
記
』
（
日
本
思
想
大
系
7、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
五
、
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
六
、『
更
級
日
記
の
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
七
、
津
本
信
博
氏
前
掲
書
な
ど
。
八
、「『
更
級
日
記
』
の
物
語
と
人
生
」
（
女
流
日
記
文
学
講
座
第
四
巻
『
更
級
日
記
讃
岐
典
侍
日
記
成
尋
阿
闍
梨
母
集
』、
勉
誠
社
）
九
、『
源
氏
物
語
の
音
楽
』
（
宝
文
館
出
版
）
十
、
「
浮
舟
の
「
さ
す
ら
ひ
」
と
催
馬
楽
「
道
の
口
」 」
（
「
学
苑
日
本
文
学
紀
要
」
平
成
三
年
一
月
号
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）
十
一
、「
近
江
芸
術
」
（『
折
口
信
夫
全
集
』
ノ
ー
ト
編
第
三
巻
、
中
央
公
論
社
）
十
二
、
「
神
楽
、
催
馬
楽
近
江
芸
術
（
二
）
」
（
『
折
口
信
夫
全
集
』
ノ
ー
ト
編
第
三
巻
、
中
央
公
論
社
）
十
三
、『
神
楽
歌
催
馬
楽
梁
塵
秘
抄
閑
吟
集
』
注
（
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
）
十
四
、「
風
位
考
」
（
柳
田
國
男
全
集
20、
筑
摩
書
房
）
十
五
、『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
下
』
（
右
文
書
院
）
十
六
、
注
八
に
同
じ
。
十
七
、
注
八
に
同
じ
。
（
も
と
よ
し
す
す
む
文
化
創
造
学
科
）
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